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平成２７年度第４回文化振興の基本方針検討委員会 会議要録 

 

■開催日時 平成２８年２月１９日（金）１３時３０分から１５時３０分 

■場 所  中央公民館 学習室１ 

■出席者  文化振興の基本方針検討委員 ４名（１名欠席） 

      地域振興部長、事務局（文化スポーツ課）４名  計９名 

■傍聴者  ２名 

 

＜配布資料＞ 

１ 小平市の文化振興の基本方針（素案） 

２ 小平市の文化振興の基本方針検討委員会（第１～３回）の要旨 

 

＜会議内容＞  

１ 地域振興部長あいさつ 

２ 小平市の文化振興の基本方針検討委員会の第１回～３回の要旨について   

３ 小平市の文化振興の基本方針の改定の素案について 

４ 意見交換 

５ その他 

  今後のスケジュールについて 

 

 

 

 

 

文中、発言者については以下の標記によります。 

委員長、委員  …有識者、公募市民 

事務局     …文化スポーツ課 
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事務局 

皆さんこんにちは。大変お忙しいところ、第４回小平市の文化振興の基本方針検討委員

会にお集まりいただき、ありがとうございます。本日もよろしくお願いいたします。 

初めに地域振興部長の滝澤部長よりご挨拶申し上げます。 

 

１ 地域振興部長あいさつ 

 

地域振興部長 

皆さんこんにちは、本日はお忙しいなか、第４回小平市の文化振興の基本方針検討委員

会にお集まりいただき誠にありがとうございます。 

日頃より、小平市の文化行政にご協力をいただき、改めましてお礼を申し上げます。 

さて、基本方針の改定に当たり、当初の計画では、１月２９日に第４回検討委員会を開催

する予定したが、日程変更が生じ、申し訳ございませんでした。   

第３回会議から本日の会議までの間、庁内関係課のメンバーによる、改定委員会を開催

し、基本方針改定の素案を取りまとめましたので、本日皆さんにご意見をいただき、素案

として固めていきたいと考えております。    

本日も、実り多い会議となりますよう熱心なご議論のほどよろしくお願いいたします。 

簡単ではございますが、私のあいさつとさせていただきます。 

 

事務局 

ありがとうございます。それでは本日の会議にあたりまして、傍聴者の方がお二人いら

っしゃっておりますので、委員長のほうから許可するかどうかのご審議のほうお願いしま

す。 

 

委員長 

皆さん傍聴の方二人ということでよろしいですかね。 

（異議なし） 

 

事務局 

それでは、会議を進めさせていただきます。ここからの進行については、委員長にお願

いしたいと思いますので、どうぞよろしくお願いいたします。 
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２ 議事 

委員長 

よろしくお願いいたします。それでは次第に沿いまして進行させていただきたいと思い

ます。まず、二番目の小平市の文化振興の基本方針検討委員会の第１回から第３回の要旨

について、事務局のほうからご説明をお願いいたします。 

 

事務局 

文化振興の基本方針検討委員会の内容について、報告させていただきます。昨年１０月

から１２月まで計３回の検討委員会を開催し、方針の改定について検討してまいりました。 

お配りしました資料１「文化振興の基本方針検討委員会（第１～３回）の要旨」をご覧く

ださい。 

第１回会議では、基本方針についての現状と課題、文化振興の基本的な考え方について

事務局から説明のうえ、整理を行いました。 

第２回会議では、現行の基本方針の成果について話し合い、基本方針の改定に伴う課題

等の整理をいたしました。重点的に進めていくべき施策についても検討し、その中で小平

市の文化資源はどのようなものがあるか意見を多くいただきました。 

また、アンケート調査票の項目について検討をいたしました。この検討に基づき、１１

月下旪から１２月中旪まで公共施設利用者を中心にアンケート調査を実施いたしました。 

 第３回会議では、アンケート調査の集計結果の中間報告を事務局から行い、寄せられた

意見の傾向の確認等を行いました。また、「小平市の文化資源」、「文化振興の担い手」とし

てどのようなものがあげられるか、現行の方針の策定時からどのような変化があったかに

ついて各委員からご意見をいただきました。 

 以下に、会議で話し合われた要旨を項目ごとにまとめました。素案に反映したもの、重

要と思われる箇所には下線を引いております。主なものを紹介させていただきます。なお、

各項目の後ろのカッコ内の丸数字は委員会が何回目かということを表しています。 

 「現方針の成果」というところですが、話を整理していくなかで、素案に、現方針の成

果についての記述をするべきだという意見がありましたので、反映をしております。 

 次に、「小平市の文化資源」については、検討の時間が多くとられました。小平には鈴木

遺跡などの旧石器時代から現代に至るまでの文化資源が時系列的に残っているという特性

に着目し、歴史的文化資源の活用を図ってはどうかという意見がありました。また、「なか

まちテラス」を積極的に取り上げたらどうか、「観光」や「産業」、「景観」という視点を入

れたらどうかという意見が出されました。 

 「文化振興の担い手」の部分については、現行の方針ですと１３ページにございますが、

やや記述が尐ないこともあり、もう尐し具体的に書き、記述を厚くしてはどうかという意

見がありました。 
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 そのなかで「公民館・図書館などの施設で市民の活動が盛んになってきている事例」、「大

学連携協議会（ブルーベリーリーグ）やＮＰＯ法人」などを取り上げてはどうかなどの意

見があげられました。 

「重点的に進めていくべき施策について」ですが、「東京オリンピック・パラリンピック

を見据えて海外からの訪問者に対する取り組みなどについて目標を掲げていくべき、施設

等案内の他言語表記を進めていく取り組みが必要」などの意見がありました。 

「さまざまな文化資源の活用」では、「鈴木遺跡の国指定史跡化に向けた取り組みを進め

ていくべき。」、「ルネこだいらを北多摩地区の文化発信の拠点と位置づけ、文化事業を進め

ていってはどうか」などの提案がされました。 

最後に、「推進体制」ですが、「図書館や公民館を利用した市民による文化活動が活発で

あるため、市長部局との連携を強化してはどうか」、「大学や企業、民間の博物館・美術館

同士、文化振興財団、行政が機関連携をして事業を行い、小平市の文化力をアップする方

策を考えるとよい」、「大学に携わる専門家、有識者の方たちを活用すべき」などの意見が

ございました。その他の項目については、後ほどご覧ください。以上で説明を終わります。 

 

委員長 

こちらの要旨が基本方針に生かされるということですね。続いて三番目の小平市の文化

振興の基本方針の改定の素案について、ご説明をお願いいたします。 

 

事務局 

はい。資料をご覧いただきながら、基本方針改定の素案の構成につきまして説明させて

いただきます。 

第１章につきましては、「基本方針改定の背景と趣旨」といたしまして、今回の改定の目

的、国や東京都の文化振興の動向を紹介いたしております。２０２０年に開催される東京

オリンピック・パラリンピックの文化プログラムについて取り上げています。この内容に

つきましては、文化振興の改定にあたっての「文化振興の基本方針の改定の基本方針」に

基づいております。基本方針の位置づけでは、小平市の第三次長期総合計画をはじめ、他

の方針の計画とその関わりをあげております。また方針の対象期間、策定方法について記

載しております。 

第２章に移りたいと思います。小平市の文化の現状といたしまして、はじめに現方針に

うたわれております行政組織の一元化と文化施設等の一元化を成果といたしまして記載し

ております。平成１９年というのは現方針が策定された年となりまして、そちら以降の文

化行政に関することが表になっております。また、もう一つの成果といたしまして、文化

施設の指定管理者制度の導入と文化振興財団の取り組みをあげております。６ページ目が

小平市の文化資源、７ページ目に文化施設等のマップ、第１回から第３回の検討委員会で

多くの意見をいただきましたところを付け加えるような形で、過去から現在に至るまでの



5 

 

身近にある文化資源、観光や新しいカテゴリーを加えたものを記載したものでございます。 

続きまして、８ページはアンケートの内容になりますが、結果を全て記載しているわけ

ではありません。文化に関する市民の意識といたしまして、アンケート集計結果および平

成２５年に行われた世論調査から、現状と課題を抽出した結果を記載しております。 

 

委員長 

この辺からは新しい内容になるかと思いますので、尐し詳しくご説明いただいたほうが

良いかと思います。 

 

事務局 

アンケート結果でございますが、公共施設への設置、関係団体等へ郵送したもの、イベ

ント等で配布を行ったもの、２，８００枚を用意しまして１，２９３件を回収することが

できました。市民の方の要望として取り上げたもので、大きく四つのカテゴリーに分けま

して、８ページの（１）が文化への関心度、文化芸術等を鑑賞したり文化活動を「重要だ

と思う」という答えが６４．１％、「どちらかといえば重要」が２９．３％ということで、

「重要」という答えが９割という結果をいただいております。 

（２）の文化芸術に関する活動参加の現状につきましては、「特にしていない」という回答

が多いとの結果が出ていますが、活動等を行っていない理由として「時間的余裕がない」、

「きっかけがつかめない」という回答もありますのでそこを対忚していく必要があるかと

思います。活動をはじめたきっかけについては、「友人の紹介」などの口コミや「市の広報

やホームページ」が多いという結果が出ています。 

また、継続して文化活動をする上では、「場所」と「機会」が重要ととらえられていると

いう結果が出ております。 

（３）の小平市の文化資源に関するイメージですが、９ページの上の表に、上位３つを示

しております。「鈴木遺跡や玉川上水等の文化財」が１９．１％と多い結果になっておりま

す。そして「ルネこだいらなどの公共施設」、次いで「芸術家等」というところが上位の結

果になっております。 

表の下の文章ですが、平成２５年の３月に行った世論調査の結果を記載しております。

（４）の小平の文化芸術がもっと盛んになるために必要なものですが、こちらは９ページ

の一番下の表に、上位３つを載せています。最も多かったのは、「文化芸術等のイベントを

鑑賞できる機会の充実」です。文章の中段ですが、今回ひとつの柱として、「２０２０年東

京大会における文化プログラムの充実」という項目を選択肢としてあげましたが、オリン

ピック・パラリンピックに向けては、国や東京都を中心に、小平市においても気運醸成を

図っておりますが、文化プログラムということについては、まだまだ皆さんの関心は低い

のかなという結果が出ています。アンケート結果につきましては以上でございます。 

次に、第３章です。「小平市の文化振興の基本的な考え方」についてあげております。１
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の「本方針における文化の定義」ですが、現方針にございます定義に準じております。そ

ちらの内容につきましては、国が定めました「文化芸術振興基本法 第三章 文化芸術の

振興に関する基本的施策」の対象範囲を参考としまして、こちらの６つにカテゴリー分け

をしております。現方針と同じようなかたちでございます。 

そちらに加えまして、２の「新たな視点」ということで、観光・産業といった視点を加

えまして、こちらを文化振興と結びつけて、相乗効果を図りながら推進していくものとし

ています。 

３の「文化振興の担い手」でございますが、現方針のなかでもうたっているところでは

ありますが、第１回から第３回の委員会でも「もっと多く記述が出来るのではないか」と

いうご意見をいただいたものを踏まえまして、１１ページ以降に記述してあります。１０

ページの一番下のイメージ図では、市民が中心となりまして、小平市と文化振興財団がそ

ちらを支援していき、連携をはかりながら進めていくということを示しております。１１

ページの「市民」ですが、文化活動の主要な担い手であり、期待することとしましては、

身近な活動ですね。図書館・公民館を含めたところでのサークル活動等、文化活動の場を

確保し、そこでさまざまな方が活躍することは、文化の振興に大きく貢献します。また市

民の方々が相互に交流を深め、地域の特性を活かした魅力のあるまちづくりが進められる

ということが期待されるところです。 

「市」につきましては、そちらの活動を支援する、橋渡しの役割となります。 

１２ページにつきましては「文化振興財団」でございます。こちらにつきましては、ル

ネこだいらを中心として、文化活動の支援・情報発信を行っているところです。公益財団

法人への移行に伴いまして、強化を図っておりますので、行政と連携して今後も文化振興

を計画的に推進していくということが期待されております。また、「新たな視点」の箇所と

関連して、現状の文化振興に加えまして、文化と観光・産業分野との結びつきを強めるこ

とも期待できるのではないかということもございます。 

次に、「大学等」ですが、平成２５年３月に小平市大学連携協議会を設立いたしまして、

この協議会でも文化活動についての市と大学や大学間での連携を進めていければと期待す

るものでございます。 

「企業・ＮＰＯ」につきまして、小平市には民間の文化施設もございますので、そうい

ったところを広く紹介して、市民の皆さんに活用してもらい、企業の組織力を生かしなが

ら、市と連携して進めていければということを記載しております。 

次に「関係団体」でございます。市民の活動団体であります文化協会の活動を広く周知

することで、新たな芸術家等の発掘が期待できます。また、国際交流協会ですが、小平市

では人口の約２％の外国の方がお住まいです。オリンピック・パラリンピックでの訪日外

国人の方のおもてなし的な部分の担い手として期待が持てるかと思います。 

１４ページ、「第４章 文化振興の視点」ですが、こちらが今回の改定にあたりまして、

新たな視点をもって進めているところでございます。１につきましては、「市民による鑑
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賞・創作活動の充実」です。市民の文化活動について、活動の場の環境維持・整備、活動

の支援、活動に参加していない方のきっかけづくり等に努め、市民の文化活動の活性化を

図っていくということを記載しております。 

２につきましては、「人材の発掘、次代の担い手の育成」です。現在も行っていただいて

おりますけども、文化に関するボランティアの育成、また次代の担い手でございます子ど

もたちを育成していくといったことが記載してございます。 

次に３から５ですが、右側に「重点的な取り組み」と記載があるように、こちらの３つ

につきまして今以上に、重点的に推進していくという意味あいで書いております。３につ

きましては、「国際交流の推進とオリンピック・パラリンピックを契機とした文化振興」で

す。国際交流の推進の部分では、現在行っております多文化共生の実現にはじまりまして、

訪日外国人のおもてなしや国際的な文化交流が求められております。オリンピック・パラ

リンピックを契機とした文化振興について、国や都の方針では、今年開催されますリオオ

リンピックの終了後、文化プログラムを実施して気運醸成を図っていくとのことですので、

小平市でも好機と捉えまして文化の魅力発信に積極的に取り組んでいくという旨が書いて

ございます。 

続きまして１６ページ、４は新たに歴史的な文化、現方針ではあまり触れていなかった

部分につきまして、「地域の歴史・伝統の継承、さまざまな文化資源の活用」ということを

記載しております。１６ページの中段にある図ですが、小平市の旧石器時代から現代に至

るまでのさまざまな文化資源が書いてございます。（１）「歴史的文化の継承と魅力の発信」

ですが、鈴木遺跡の国指定史跡化を含めました文化財等の魅力発信について記述がござい

ます。次の１７ページの（２）ですが、委員会のなかでもたくさんお話が出ていました小

平市の成り立ち、ストーリーにスポットを当てながら、文化振興を進めていくことです。

既に活用しているところでございますけれども、小平グリーンロードを活用して文化の魅

力発信を進めていきたいということが書いてございます。最後に５ですが、平成２６年度

に策定されました「小平市観光まちづくり振興プラン」にも記述がございますが、「文化資

源」を活用しながら、２０２０年の東京大会に向けまして、産業振興・観光振興を文化振

興に結び付けて取り組んでいきたいという記載がございます。 

（２）の「市内大学等との連携」でございますが、文化芸術に特化した大学が小平にはご

ざいますので、そういった大学とも連携をしていきたいと思います。また、市内には企業

や研究機関も多数ございますので、そういったところとも連携ができれば更に盛り上がっ

ていくのではないかと思います。 

（３）が最後になりますが、現在ございます市の文化施設と民間の文化施設が垣根を越え

て共催企画を行うなど、市の文化力がさらにアップするよう努めていくという記載がござ

います。簡単ではありますが、以上でございます。 
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委員長 

ありがとうございました。今回は素案ということで、今後のスケジュールのところでも

お話していただきますが、この素案をもとにパブリックコメントを実施して、方針を作っ

ていくという流れでよろしいでしょうか。 

それでは、今説明していただきました事について、ここからは委員の皆さんと意見交換

をさせていただきたいと思います。  

１回目、２回目、３回目の会議で話し合われたことをもとに前回作られた基本方針の改

定版の骨子を示していただいております。順番にというよりは気がついた重要なところか

らご意見をいただければと思うんですが、よろしいでしょうか。 

 

委員  

今日いただいた素案と数日前に頂戴した素案を見比べまして、ほとんど差はないかなと

思ったんですが、ざっと見て気がついたことをあげていきます。まず２ページ目、基本方

針の位置づけ、最後の段落「本方針は……」というところですが、東京文化ビジョンにつ

いては明示されているんですけども、先ほどのご説明にあったように、この前に国の動向

として「文化芸術に関する基本的な方針、―文化芸術資源で未来をつくる―」、という方針

を踏まえているというお話もありましたので、東京都の前に国の文化芸術に関する基本的

な方針を、どこまで入れるか別として、「―文化芸術資源で未来をつくる―（第 4 次基本方

針）」や、国と都のそれぞれの文化施策の方針を踏まえたということをはっきりさせたほう

が良いかなと思いました。 

それから３ページ目ですが、「本方針に当たり……」というところですが、おそらくこれ

は小平市が主語になるんじゃないかと思ったので、はっきりと小平市と入れてしまったほ

うが良いかなと。 

それから、第２章に小平市の文化行政の変遷ということで、平成１９年度以降の動きと

いう表が入っていまして、その前に組織を改めたということが含められていましたので、

平成２０年度から始まっておりますが、平成１９年度に文化振興基本方針を策定されてい

るわけですから、それを入れられたら良いかと思いました。 

次に、平成２０年度の事業展開のところで、「小平市文化協会の事務局機能を文化振興財

団が担当することとした」とありますが、これは「文化振興財団が」が前に入っていけば

いいかなと思いました。それから、次の平成２１年度の事業展開ですが、「管理運営は文化

振興財団が指定管理で行うこととなった。」とありますが、これは指定管理者として実施し

たという意味でしょうか。そうであれば、「指定管理で行うこととなった」というのが唐突

かなと思ったので、「指定管理者として実施した」とか言い方を変えてはどうかと思いまし

た。平成２３年度のところですが、文化振興財団が一般財団法人から公益財団法人へ移行

したという意味でしょうから、一般財団法人という文言を後ろにまわして、文化振興財団

が一般財団法人から、という風に直されたらどうかと思いました。それから２７年度の行
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政組織ですけど、カッコ内で、「文化財に関する事務については、権限は教育委員会にあり

……」とありますが、ついては教育委員会が権限を有するため、ぐらいにしておいて、文

化スポーツ課が補助執行を行う、としたらいかがでしょうか。 

それから５ページ目、指定管理者制度の導入、文化振興財団の取り組みというところの

三段落目、「こうした動きの中で、文化振興財団は、ルネこだいらを拠点に……」というこ

の一文ですが、言いたいことは分かるんですが、もうちょっと分かりやすくならないかな

と思いました。 

６ページ目ですが、図として整理をいただいているので、これが何かというのはもちろ

ん市民なら分かるわけですが、この図としてのキャプションを入れておかれたら良いと思

いました。その中で「民間・大学等」というところ、ここがいいかは別としても、研究機

関を目立たせておくのも良いかと思いました。それから９ページ目のグラフで、ニーズが

高いものを３つあげていただいているかと思うんですが、このグラフで何が言いたいのか

というのをキャプションがあると良いかと。下のグラフもですね。１０ページ目の図の、

非常にきれいに出来ているんですが、さらに四角か何かで囲んで、「文化振興に対する小平

市の考え」であるとか、そういう形でキャプションを入れられたらと思いました。 

それから細かいですが、１１ページの文化振興の担い手の部分で、市なども「市は」「小

平市は」と主語を入れられてどこがこう考えているんだということを、はっきりさせたほ

うが良いかと思いました。文化振興財団のところで思ったんですが、「公益財団法人への移

行に伴い、財団組織の独立性の確保とともに、本基本方針に基づいた……」とあって、他

の文章中だけ「本方針」という「基本」がないのが多いので、どちらかに統一されたほう

が良いかと思います。その下に、「また、文化振興にあわせて、観光や産業分野に付加価値

を付ける……」とあって、付加価値を付けると言葉が重なっているので、ここは新たな価

値を付加する、と言い方を変えれば良いのではないかと思いました。 

「大学等」のところは、「学際的な」ですとか、「広領域におよび」のような文言が入る

と良いかと思います。また、そういう意味では、後ろのほうで、他の研究機関との連携等

もうたわれていたと思いますので、そういうことも含めて連携の場が拡大されることが期

待されるようなことを入れていただけるとありがたいなと思います。 

１３ページの「関係団体」のところは、たぶんこれだけだと、関係団体といったときに

ある程度のバッググラウンドがないと分からないと思いますので一言、「小平市には文化協

会とか国際交流協会など、文化振興に関わる団体が数多くあります」というようなことを

入れられて、文化団体はこうだ、国際交流協会はこうだ、という風にしたほうが分かりや

すくなるかと思いました。１４ページ目ですけども、２番目の「人材の発掘、次代の担い

手の育成」というところで、「あらゆる世代が年代を超えて」が、言葉が重複しているよう

に感じるので、整えられたらいかがかなと思いました。「市内には多様な特技や能力を持っ

た市民がおり」とありますが、「おり」だとちょっとあれなんで「数多く」と入れられたら

いかがかなと思いました。この辺りを検討していただければと思います。 
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委員長 

どうもありがとうございます。全体の構成については特によろしいでしょうか。 

 

委員  

全体構成といたしましては、よろしいかと思います。 

 

委員長 

ありがとございました。 

 

委員 

目を通して追いつくだけで精一杯で。まとめていただいたアンケート結果は、何度も読

んでしまいました。一部の市民の方の意見だとは思うんですけど、自分の考えと同じよう

な感じだなと思いました。こういう会議の場で語られることと、日常においたときに地域

ですとか、自分の生活で考えた時の地域の自治体であるとか、そういうものからどんな風

に結んでいくのかなといつも考えながらいて。 

偶然、私事で高齢者施設とかそういうことと関わりを持たざるを得なくなり、それから

地域の独居の方たちのことを把握していかなきゃいけない。次世代の子どもたちを育てる

というのと同時に考えて、互いに何か出来るといいなと凄くぼんやりしたあれなんですけ

ど。文化とか芸術とか一部できれいにまとまるものではなくて、もっと地に足をつけたと

ころで市民が、というのをいつも思ってしまいます。アンケート結果を読むと、施設に行

きたいけれどもお金がかかるわ、交通手段がないわ、という辛口のご意見なんかもあった

りして。 

 

委員長 

ありがとうございました。私もアンケート調査の報告なんですけど、意外と読むのに時

間がかかって。まずは、個人のご意見かも知れないということでしたけど、３００近く意

見をいただいているというのは、書いてくださっているというのは関心があるということ

ですから、大変ありがたいことだなと思いました。 

全体の構成のところから質問をしたいと思うんですけど、まずここまで作り上げていた

だいて事務局の方ありがとうございます。その上で、第４章で終わりなんでしょうか。と

いうのは、「基本的な考え方」と「視点」まではあるんですけど、この視点の中なのか、第

５章なのか分からないんですけど、文化振興の方策とか体制みたいな、どうやって推進し

ていこうとするのかっていうところまでを含むのかどうか。もし含むのだったなら、今ご

意見のありました交通アクセスの問題ですとか、今は市長部局に一元化されてこれまで出

来なかったことが出来るようになったということなんですが、それに加えて、何か新しい

施策の推進体制でこうした方が良いということがあるのかどうか、その辺のところはこの
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委員会でもまだ十分に議論されていなかった部分だと思います。私としては、基本方針な

ので体制の部分にもう尐し、ここの部分が新たに加えるところなんだと明快にしておいた

ほうが、実際にこの基本方針をもとにして何か事業化していくときに、手がかりになりや

すいんじゃないかなと思いました。そこの上でなんですけど、新しい視点のところで「オ

リンピック・パラリンピック」という言葉が書いてあるんですけど、多文化共生社会とい

うことで外国人のことが取り上げられているんですけど、例えばパラリンピックという部

分についてはちょっと欠落しているのかなと思って。今委員が仰ってくださったように、

高齢者ですとか、障がいを持っている方々だとか、オリンピック・パラリンピックという

ものがあることで、新しく取り組みやすくなる環境が出来たということだと思います。パ

ラリンピックの視点でも文化に関連したことも書けると良いのではないかなと思います。  

実際には、小平市内でも障がい者による作品展ですとか、高齢者の文化祭ですかね、そ

ういうものが開催されておりますので、それも含めて是非１５ページですかね、「国際交流

の推進とオリンピック・パラリンピックを契機とした文化振興」のところ、国際交流の推

進と頭についてしまって書きにくいかも知れないんですけど、パラリンピックというもの

があるからこそ、クリアになる部分というのも是非書いていただけたらなと思いました。

そこが大きなところです。また、細かいところでなんですけど、研究機関ですね、国土交

通大学校、ああいう国の施設があって、今は連携というのは特にしないと思うんですが、

かなり市内の真ん中のところにある施設でもありますので、そういう特徴ある機関がある

ということも忘れないで書いていただけたらと思います。他にもあるんですか。東大和市

には中小企業大学校がありますが。 

 

委員 

あとは関東管区警察学校、陸上自衛隊小平駐屯地、それから情報通信研究機構、ここは

日本の時間を決めているところなんです。それから、動物衛生研究所の施設、鳥インフル

エンザとかなんかですと、よくニュースになっています。 

 

委員長 

今までそういう項目が全然なかったので、どんな風に施策に生かされるのか未定ですけ

ど、そういった資源があるということは、一忚ピックアップしておいたほうが良いのでは

ないかなと思いました。 

あとは、１６ページの「時系列にみる小平の主な文化資源」というところなんですけど、

ここは鈴木遺跡をクローズアップということで、現方針にはなかった旧石器時代まで含め

ると広がった部分だと思いますので、ここがもう尐しいろんな歴史階層があって、それぞ

れの歴史階層のなかに文化資源が眠っているというか、組み込まれていて、今の小平市の

全体の文化資源を構成していると分りやすくできるといいなと思ったところです。ここに

は実際に項目としては書いてくださっているんですけど、年表というか、時系列の表にな
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っているとより皆さんが見て分かりやすいかなと思ったところです。記述のなかにあるん

ですけども、江戸時代に玉川上水ができて、青梅街道もできて、小平市の二つの背骨がで

きたというのが非常に大きいと思うんです。今青梅街道の名前が全然出ていないので、そ

こが尐し気になりました。玉川上水と青梅街道というのは非常に軸だと思いますので、こ

れは是非入れておいていただければと思います。小平市には４つの風致地区がありまして、

東京都のなかでも一つの自治体に４か所もあるっていうのは、これすごいことなんですね。

他の自治体では、江戸時代にできた庭園ですとかが、風致地区になっています。千代田区

とか台東区とか、下町や武家屋敷があったところ。多摩地域の場合は、自然景観ですとか、

大きいものが風致地区に指定されているという特色があるので、都市計画マスタープラン

だとか、みどりの基本計画などと連携して、小平市の特色ある資源として忘れないで欲し

いなと思うところなので、是非どこかに記載できるといいなと思いました。それでいくと、

歴史的文化資源の部分なのかなと思っております。 

ただ、（２）に玉川上水が書いてあるので、どちらがいいのか、両方にまたがって書いて

あるので、どちらかというと、鈴木遺跡の方が歴史的資源になっていて、江戸時代は比較

的新しいとカテゴライズされている、その辺が整理されるといいのかなと思いました。歴

史が長いので、どこを歴史といって、どこからが新しいというか、そこは課題かなと。あ

と、聞きたいことが、「文化振興の基本的な考え方」の担い手の部分で、市民の所に、上か

ら６行目、「文化に関するボランティア活動をしている市民が、行政等との連携・協働を通

じて」、これは、むしろここに載っていなくてよくて、「市」の方に、載っていれば良いの

かなと思っているんですね。行政が連携・協働をむしろ市民とするというのですかね、そ

ういう方が位置づけなのかな。というのは、「文化を担う主人公は市民です。」と一行目に

書いてあるので、そういう考え方、立ち位置で文章を整理していったら良いのかなと思い

ました。   

あと、関係団体のところなんですが、文化協会、国際交流協会だけなのか。文化協会の

中にも、色々な団体が入っているということですが、もしかしたら、今まではなかったけ

れども、新たな視点を付け加えたことで、新しい関係団体も入るのではないかということ

も尐し精査した方が良いのかなと思いました。 

また、重点的な取り組みで新たな視点と書いたところに、もしお気づきの点がありまし

たら、教えていただければと思います。例えば、観光・産業の分野も入れたので、そこと

関係するような団体があるのかどうか。知っているところでいうと商工会などですが、そ

ういった団体は、ここに記述をした方が良いのか。考えられると良いかなと思いました。  

あとはパラリンピックが入ってくるとしたら、福祉的な関係団体、その中で文化活動を

されている方々も多いと思いますので、そういうところも入ってきたらいいのかなと感じ

ました。そうすると、新たな取り組み、重点的な取り組みで、特色が出るのかなと。 

今まで出ましたところで事務局の方から何かございますか。 
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事務局 

ご意見をいただいたオリンピック・パラリンピックの部分ですが、今までオリンピック・

パランピックを総体的に捉えていた部分はございましたので、パラリンピックのみをとら

えるという視点は欠落していたなと思います。 

 

委員長 

結構、最近のオリンピック・パラリンピックでは海外の都市は頑張っていますよね。障

がいを持った方とか、高齢の方とか。文化活動。尐数民族とか、小平ではどうなのでしょ

うかね。マイノリティーの方々に対する視点というところ。 

 

事務局 

関連しまして、１３ページの関連団体のところですが、商工会や福祉的な団体が、直接

ではないのですが、文化振興に携わっているという意味合いでの書き方を工夫したいと思

います。 

 

委員 

特に、１５ページ、委員長がおっしゃっていた、「国際交流の推進とオリンピック・パラ

リンピックを契機とした文化振興」、国際交流と文化振興をつなげていますが、例えば、「オ

リンピック・パラリンピックを契機とした国際交流の推進と文化振興」と表記していけば、

これを関連づけて国際交流を進めていくということ、それとの関連から、今までなかなか

日の当たらなかったところに今回スポットを当てて取り組みますよ、という姿勢を示すと

いう考え方。単なるスポーツの祭典ではなくて、そういうことを契機として、マイノリテ

ィーだとか、弱者、そういう方々に対しても小平はこういうことを契機に取り組みを進め

ていくという風になるのではないでしょうか。 

 

委員長 

多文化共生ですね。そうすると色々入っていきますね。あと、文化振興の推進体制みた

いなことについてはいかがでしょうか。これまでで、あまり話をしてきていなかったので

すが。まあ、ここでは基本方針なので具体的には書かなくて良いと思いますが、担い手の

人たちが出ているので、この部分で書くのか分かりませんが。例えば現方針の基本的な考

え方では、組織の一元化等をしてというのがある意味目玉だったと思うのですが、今回は

それに加えて何かあるのか。例えば市長部局に文化の一元化をしたことで次の一歩みたい

なことがあるのか。また、教育委員会との連携というのをもう尐し書いた方がいいのでは

と意見が出ていたのですが、そういうことをどこでふれるのか。宿題として残っているの

かなと思っています。その辺でご意見ありませんか。 
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委員 

参考になるか分かりませんが、学校関係で、思い当たるのが例えば、鈴木ばやしですか。 

今、指導要領に邦楽が入ってきてますよね。すごく身近にあって、地元にあるものを鑑賞

する手立てだとか、やはり平櫛田中彫刻美術館などでも夏休みに子ども向けのワークショ

ップをやっていて、来た子どもたちに、平櫛田中の漫画を配ったりしています。ああいう

のは地元にあるものを活用していますね。海外などでは、地元にあるものをまず大事にし

ていますよね。よく知っている、聞けば分かる、という。今思うのは、小平の子どもたち

に聞いて、どのくらい本物のところに行った記憶とか、ギャラリーに行ったことがあるの

かなと。意外と小さい頃の記憶からでも生まれるのではないかと思います。かといって、

今の教育カリキュラムの中に入れるということではなく。自然な形でなにか出来ると良い

かなと思いました。 

 

委員長 

今は、小・中学校では、どんなカリキュラムのところで郷土のことに触れる機会がある

のでしょうか。 

 

委員 

鑑賞分野というところで、皆さん結構苦労されていますね。鑑賞分野をどうやっていく

かということで多分各学校悩まれてるところもあると思いますね。都内の学校では授業を

うまく整理して、たとえば江戸東京博物館に連れていくとか色んなことをやっていらっし

ゃるのは授業研究で見学しましたけど、それはこういう所で出来ないのか、と思うとそん

なことはない。だから、そういうことで、あるものを使うというので、アンケートにあっ

たように箱モノを新しく作る、もちろんメンテナンスは必要ですが、それではなくて中身

や使い方、人材というものを、ずいぶん書かれている方がいたかなと思うので、その辺を

うまくできるといいなというのと。 

高齢者の方で、外出できる方たちのルートの中にそういうのを含むことも出来るでしょ

うし。すみません、まとまりませんで。そんなかたちです。 

 

委員長 

活用の方策みたいなことですね。 

 

委員 

あんまり、そういうのは出来ないと思いますが。将来的に。 

 

 

 



15 

 

委員長 

推進体制の部分でそういうことは箇条書きにされても良いのではないでしょうか。今な

らまだ。それがあると実際に、基本方針をもとに関連するものと一緒に事業化していこう

とか、見通しが立てやすい。武蔵野美術大学は、近隣の小平第十二小と連携授業をさせて

いただいており、農地の区画整理事業で新しい道路が縦と横に走るということがあります

ので、それを小学４年生たちに理解してもらうのに、１５分の短いショートストーリーを

作りました。小平市が何もなかった所に、上水が出来て、街道が出来ました。ちょうど小

学３年生のときに尐し郷土のことを勉強するので、大学生と小学生が同じくらいの情報量

だったりするんですね、実は。大学生が質問をしても子どもたち皆答えられるんです。そ

ういうことはすごく良いなと思うんですけど。確かに今回は、鑑賞だとか実際に文化をど

うやって活用して、何と何をつなぐために、どういう目的で趣味の生活が豊かになるため

に、それがどう使われるのかというところまではまだ書けていないのかなと感じました。

あともう一つ、アンケートの中でも「文化って何だ。」といった質問がたくさんありまして、

確かにそうだなと思ったんですけど、１０ページにも文化の定義が出ていますけども、幅

広いですよね。こういうことを一般の方にも、ここまで文化って含んでいるんだよってい

うのを分かっていただく努力っていうのか、なかなか浸透はしていないんだなということ

は感じました。 

 

委員 

細かいことですが、１１ページにある、中央公民館で行われた「みんなでつくる音楽祭

in 小平」の様子、というキャプションの写真は、音楽祭の写真には見えづらいかなと。私

が行ってないから雰囲気があれなんですけど、知らない人が見るとちょっと。失礼しまし

た。 

 

委員長 

ありがとうございます。まだ尐し時間があると思うので、今日は詳しい方がいるうちに。

１６ページの「時系列にみる小平の主な文化資源」ところを尐し、ポストイットを用意し

てくださったので、どんな風に表現したらいいのか、やってみようと思うんですが、よろ

しいでしょうか。旧石器時代というのがあって、鈴木遺跡があって。それでお隣の西東京

市さんは、何という遺跡でしたっけ。 

 

事務局 

下野谷遺跡です。 
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委員長 

これは縄文時代の遺跡。それで、今は市境がありますけど、当然昔はなかったわけで。

この辺の地域一体、武蔵野台地、水もなくて人も住んでなかったらしいというのが。でも

それは江戸時代ぐらいのことで、実際もっと前には人は住んでいた。しかも縄文時代の遺

跡は長い期間ここに住んでいた形跡があるということなんですね。旧石器時代よりもっと

前は海だった。海がその辺まで来ていて、昔の多摩川が山のほうから流れてきていて、河

川の扇状地、川が流してきた土砂等が、武蔵野台地を作っていうということなんで。それ

よりも前の地質時代もあって、そういったことも、すごい昔の歴史的資源ということであ

るのかなと。そこまでさかのぼったストーリー展開が可能なんだなと思いました。それで、

八小遺跡は奈良時代ということなんですが、これはどんな遺跡ですか。 

 

事務局 

もう取壊されてしまいましたが、小平第八小学校の敷地内に当時の住居跡があってそれ

を復元したものがありました。学校の職員の方が発見したらしいんですけど、そういった

遺跡です。八小の校庭の一角にあります。 

 

委員長 

あと江戸時代になると急に人がたくさん住めるようになってくるので、増えてくるんで

すけど、人が住むようになったことの前提が青梅街道と玉川上水。これが通ったというこ

とで、非常にたくさんの人がここで暮らすことにつながってくる。それで、鈴木ばやしで

すとかは、このあたりの時期から。こういった農村の祭事の中でお面をつけて踊るという

のは日本全国共通のスタイルだと思うんですけど。  

踊りの中にもその地域その地域の労働ですとか、男女の色々な文化ですね、そういうの

が非常によく反映されていると言われているので。子どもたちが鈴木ばやしを鑑賞したり、

自分たちで練習したりするときに、そういった農耕の文化の歴史だとか、暮らしぶりです

ね、そういうものも実際にはセットで体験できるとても良い機会ではないかと思います。

あとは楽器を何で作っていたのかとか。そういう道具の材料ですとか、技術というのも、

文化に含まれるのかなと思います。 

あと、小金井サクラや玉川上水沿いの桜も、色々なあれがあると思うんですけど、近年

で言えば学園都市の形成のときに、新しい郊外型住宅の一つの目玉と言うんでしょうかね、

そういうので玉川上水は桜並木で美しい場所ということでクローズアップされたというこ

とで、近代の学園都市の形成と玉川上水の桜というのは、特色だったのではないかと思い

ます。それで平櫛田中さんが小平にアトリエを構えたりですとか、この辺の場所にひかれ

て創作活動の拠点を構えた作家さん達がいらっしゃるということだと思います。それから、

文学などでは、今あまりお名前がクローズアップされていないんですが、そういう方もい

らっしゃるんですか。あとは小平霊園にいろいろ有名な方が眠っていらっしゃるというこ
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ともありますので、そういうところも、実際にはこれから皆さんの力で発掘できる部分な

のかなと思います。 

関東地方には鎌倉街道がいくつもあって、小平にも通っているんですよね。 

 

委員 

おっしゃっていた風致地区４か所っていうのはどこがありますか。 

 

委員長 

あれは玉川上水、青梅街道、鈴木道、鈴木街道とも言いますね。そして、東京道（東京

街道）。 

東京街道は青梅街道の北側にあって、新青梅街道と青梅街道の間ぐらい。たぶん青梅街

道がメインストリートだったとすると、その北側と南側にあった。そんなにクローズアッ

プされていませんけど、たかの街道というのが、あれは私毎日通るんですけど、江戸時代

からあったということで、何でこんなに狭いのかっていう意味が分からなかったんですが、

そんなに古い道だった。そういうストーリーが分かってくると、自分たちが住んでいる場

所に対する愛着ですとか、プライドだとか、そういうのが本当に湧いてくるなって。観光

資源に結びつけていきたいということなんで、表面だけじゃなくて、いくらでも深く掘っ

ていくことが出来るのではないかなと感じます。こういうフォーマットがあるとですね、

歴史的文化資源が重層的になっているとか、それぞれに関連があるっていうのが、読み取

れるヒントですかね。一番新しいところではルネこだいらですとか、なかまちテラスなど

の文化施設ですよね。明治・大正・昭和初期のあたりがあまりないですか。 

 

委員 

ヴァイオリニストの江藤俊哉さん。 

 

委員長 

江藤さんがいますね。そうだ。アンケートに出ていましたね。 

もう尐し細かく、文化振興のための推進の体制のキーワードみたいなものも、もしかし 

たら出てくるのかなって。活用の方策みたいな。 

あとは、市民参加の視点みたいなものは、推進体制の部分に入るのかも知れないんです

けど。今まで出てきてなかったんですけど、庁内のほうではご議論があったんでしょうか。 

 

事務局 

現方針の第５章には、最後のまとめのところに推進体制ということで載せてあります。

これから色々お話のなかで、記載できたら良いかなという話はしておりました。当然、

推進の体制の中心になるもの、市民ということになるのではないかなと思っております。
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あと、文化振興財団はやはり中心的になっていくという思いはあります。 

 

委員 

先ほどもご意見がありましたけど、教材のようなものを皆さんで作っていくというのも、

面白そうだなって思いました。鑑賞用教材だとか、学習教材だとか。 

音楽についてなんですけど、今小平市は吹奏楽が盛んで頑張っています。私音楽は詳し

くないんですが、音楽方面からまだ言ってなかったということがありましたら。 

 

委員 

ルネこだいらでも吹奏楽の発表会があったかと思うんですけど、私家が東大和に近くて、

東大和市も実は吹奏楽が盛んでして。ショッピングモール等でやっていたんですよね。例

えばさっきあった学園祭であるとか、既成にあるものとの連携ですよね。新しく立ち上げ

るというのはハードルもあると思うので、何かのプログラムの中にそういう場を作ってい

って、無料で聞けたりとか。そういう場を作るのはとても良いかなと思います。 

 

委員長 

何か他にこの視点でまだ議論したほうが良いとか、意見を出したほうが良いとか、事務

局の方からありますでしょうか。 

 

事務局 

先ほど委員からお話をいただきました研究機関を文化資源の中に取り入れるというとこ

ろですが、国土交通大学校、関東管区警察学校などはカテゴリーとしては、民間・大学等

のところに、６ページの小平市の文化資源の図のなかに入れるようなイメージでよろしい

のでしょうか。 

 

委員 

大学というと普通の四年制大学をイメージされる方も多いでしょうから、この前の議論

で思ったのは、小平って非常に学校が多いところだと。地域の特性として生かせるのでは

ないかと思ったんですね。大学以外もあえて、こういう大学、あるいはこういう学校もあ

るということを具体的に明示したほうが、他の市に比べて学校が多い学園都市だっていう

ことを示せるだろうと。それが文化振興の推進にも一役買ってくれるだろうという思いで

ご提案をしたんですね。 

 

委員長 

研究機関というタイトルをつける。それとも民間・大学等の中に入れるか。 
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委員 

研究機関と言っても良いと思いますけどね。学術的な方針をうたってないのであれば、

学術機関とか研究機関とか言ってしまっても良いと思います。 

 

委員長 

学園都市の開発ということで、学園東町、学園西町を開発したときは、本当にそんなの

なるのかっていう、一時は失敗したっていう評価をされていましたけど。けども今は何十

年も経て、その影響、大きい敷地を確保できたっていうのが、一時軍事施設だったときも

ありますけど、その後こういう大学や研究機関の敷地になったということで、ある意味財

産ですよね。 

 

委員 

方針の中にどれだけ具体的な施策を盛り込められるかどうかというところが課題ですが。

許されるのであれば、例えばブルーベリーリーグということがあるということであれば、

さらにこれをまた一つのベースにして、さらに他の大学だとか研究機関だとか、民間のミ

ュージアムだとかを呼び込んで、その拡大をブルーベリーリーグみたいにして、意見を交

換して、将来的にはイベントですとか、そのイベントもリレー式に持ち回っても良いとは

思うんですけど。そういう形になっていくと、絶えず小平というところが学術や文化につ

いて情報を発信しているところなんだ、ということを見せることができるのではないかと

考えますね。 

 

委員長 

ブルーベリーリーグには入っていないんですが、小川にある職業能力開発総合大学校。

そちらの方は、地域との連携に今後は力を入れていきたいという方針のようなので。専門

学校がありますよね、国際パティシエ調理師専門学校なども。 

 

事務局 

委員長。１２ページのところで文化振興財団、冒頭にもございましたけど、色々な施策

等を市の文化振興の牽引役として進めています。 

 

委員長 

例えばどのような。 

 

事務局 

冒頭に出ました「吹奏楽のまちこだいら」の取組や、色々なイベントを実施しておりま

す。 
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委員長 

パブリックコメントも実施されるということですので、出し惜しみしないで入れられる

ものは記載したほうが良いですね。見ていただくということがＰＲにもなると思いますの

で。もう尐しで二時間になりますので、大体お時間かなと思いますが、今後のスケジュー

ルについてご説明いただいてもよろしいでしょうか。 

 

事務局 

それでは、これからのスケジュールということで。１月２９日に第４回検討委員会が開

催される予定でございましたが、日程が伸びてしまったということで、最終的にパブリッ

クコメントについても実施時期が後ろにずれるというかたちになっておりまして。本日い

ただいたご意見をまとめまして、皆さんに見ていただいて、庁内の改定委員会のメンバー

にも意見を聞いて素案の方を固めていきたいと思います。 

３月中には、もう一度委員の皆さんに素案を見ていただいて、そのあとパブリックコメ

ントの庁内の手続き等がございますので、それに向けて進めていきたいと思います。 

 

委員長 

アンケート調査報告は、いつどのようにまとまりますか。 

 

事務局 

素案の８ページからアンケート調査の結果を載せておりますが、後ろの方にございます 

「第４章 文化振興の視点」の重点的な取組ですとか、そういったものに反映させられる

ような結果を抽出したかたちで載せております。最終的に全ての結果が載っている報告書

というのは、ここに盛り込んでしまうとボリュームが多くなってしまうので、別立てで報

告書というかたちで作る予定です。８ページにも書いてありますが、「詳細については、ア

ンケート調査結果報告書をご覧ください」というかたちで載せようと思っております。  

事前にお送りしているものでほぼ完成かと思いますが、おそらく素案と同じタイミング

で完成という形で考えております。 

 

事務局 

本日ご欠席の委員には、議事録と資料は早急にまとめてお送りして、ご意見をうかがう

ようにしたいと思いますので、本日のところはこれで終了させていただきます。 

 

委員長 

それでは第４回検討委員会を終了いたします。 

 

 


